
列車

遮断機

カンカンカン 鳴って渡るの アカンアカン

ためらわずに
「非常ボタン」を！

非常ボタン

令和5年度に近畿運輸局管内で発生した踏切事故の発生原因は、その多くが
自動車、自転車、歩行者の「直前横断」、踏切道内での「脱輪」や
無理に踏切道内に進入し脱出できなくなる

「停滞」等が約８割を占めています。

歩行者の方へ ～交通事故にあわないために～

周辺の安全確認をしっかりしましょう
交差点や踏切を横断する場合、手前で必ず止まって左右をしっかり確認。
夜間に効果を発揮する「反射材」を活用しましょう！
横断歩道では、目と手で合図をする「ハンドサイン」も重要です。

その１ 横断歩道 横断

少し遠回りでも横断歩道（自転車横断帯）を利用し
渡る前や渡っている間も安全確認 しましょう。

夜はとにかく目立って
交通事故防止

再帰性反射機能を持つ素材が、
直接生地に織り込まれる等した
衣類のことです。

◆ リフレクターウェアを活用
◆明るい色の服

◆反射材

を着用

を活用

夜間
車のライトが
当たると

反射 して

光ります

その２

自分の身を守るために・・・

（近畿運輸局ホームページより）


